
地域幸福度（Well-Being）指標を活用
したビジネス展開の可能性

【参加者募集】

デジタル庁では、スマートシティ・まちづくりに取り組む民間事業者やNPO等の皆さまを対象とし
たオンラインセミナー「地域幸福度（Well-Being）指標を活用したビジネス展開の可能性」を
開催いたします。本指標の活用にご関心のある皆さまの積極的なご参加をお待ちしております。

開催日時 令和 8年 2月26日（木）16:00～17:30

プログラム

●地域幸福度（Well-Being）指標を活用したビジネス展開の可能性
／SCI-Japan代表理事 南雲岳彦

●地域幸福度（Well-Being）指標の自治体・民間での活用事例のご紹介
／デジタル庁地域幸福度指標事務局

●質疑応答

参加費 参加費無料（要事前登録）

申込URL https://murc-
jp.zoom.us/webinar/register/WN_RAHYgqclQXSkCIm4LiETow

登壇者 一般社団法人スマートシティ・インスティテュート 代表理事 南雲 岳彦氏

主催 デジタル庁

デジタル庁 地域幸福度（Well-Being）指標事務局（三菱UFJリサーチ&コンサルティング内）
担当：土屋、永野 e-mail:well-being_support@murc.jp 

お問い合わせ先

市民の「暮らしやすさ」や「幸福感（Well-being）」を数値化・可視化する地域幸福度
（Well-Being）指標は、現在、全国200を超える自治体で活用されているほか、民間企
業や学術研究の分野にもその活用が広がりつつあります。
今後、この指標の活用をさらに高度化・深化させていくためには、自治体の取り組みを支援す
る民間事業者の皆さまの役割がますます重要となります。また、民間事業者が自社の事業や
ソリューションに本指標を取り入れることで、新たな価値を創出することが期待されています。
本ウェビナーでは、地域幸福度（Well-Being）指標の自治体および民間での活用事例を
ご紹介するとともに、民間事業者によるビジネス展開の可能性について議論します。

イベント概要

一般社団法人スマートシティ・インスティテュート
代表理事 南雲岳彦氏
デジタル庁「地域幸福度（Well-Being）
指標の活用促進に関する検討会」委員
地域幸福度（Well-Being）指標開発の
中心メンバーかつ多くの自治体のアドバイ
ザーとして、同指標の活用に関する講演、
研修（WBPD OASISプログラム他）、
ワークショップ等を多数実施している
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